
第41号議案資料― 1 

文 教 委 員 会 

13. 2. 23 生涯学習課習 

東京都豊島区学校設備使用条例のー部を改正する条例（案）について 

1．改正理由 

平成12年度施設使用半随正化プロジェクトチーム報告書に基づき、受益者負担の適正化

の観点から、学校設備使用料を設定する。 

2．改正内容 

学機女育法第85条に基づき使用を許可する、教室、体育館、欄廷、長勤参場を有料とし、 

必要な事項を定める。 

3.使用料算定の考え方 

(1）平成13年度4月1日現在開校している37校を対象とする。 

(2）施設開放に係る維持管理コストを算出することは匪灘なため、利用形態が類似する

他の施設を参考にして、以下の基準により算定する。 

(I数室一区民集会室の使用料を準用する。 

②体育館・欄廷・庭球場一豊島区立体育施設の使用料を基準として算出する。 

(3）体育館・欄庭・長郵求場については、利用実状と整合させるため、 [1時間」を単位

とする。 

(4）使用料の言劣芭水準は、利用者の急激な負担増等に配慮し、以下のとおりとする。 

①教室ー区民集会室に準じる（実態に即した笥里コストカ算出できる区民集会室

を基準施設とし、当該笥里コストの2分の 1 J斐）。 

②体育館‘椀廷・庭球場一区立体育施設使用料を指数100として、次の指数を

基準とする。 

体育館／ 800 ば未満 150 800rn2以上一 75 

欄廷 ／ 5300rnz未満一 5 0 	5300rn21」J_E 一 75 

4.刻包年月日 

平成13年10月I日 

庭
球
場
／
 

7
5
 

』
（
 

I 



5．使用半和減免 

m 区又は委員会が主催又は共催する事業に使用するとき 

(2）官公署が公益のにめに使用するとき 	 勉余 

(3）その他区長が特に必要と認めるとき 

① 学校開放運営委員会の利用 

② 町会、青少年育成委員会・高齢者クラブの総会・役員会 

③ 町会・青少年育成委員会・商店会のナ凹或1碍‘ 

④ 区立小中馴交のP I A・同窓会の利用 

、5, 体育協会・レクレェーション協会所属団倣社会教育関係澄録団体のうち 

小中学生を対象とした文化・スポーツ団体の利用 

⑥ 学校開放登録団体のうち、学校開放の推進に寄与する団体の利用 

(4）その他区長力斗寺に必要と認めるとき 

① 学校開放登録団体のうち上記o y'以外の団体の利用 
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6. 使用料算定 

（使用料計算に当たっての端数処理は、60円未満を切捨て、60円以上を100 円に切り上げる。） 

教室 

区民集会室の使用料を準用する。 

種 別 午前使用料 午後使用料 夜間使用料 備 考 

90m未満 500円 1000円 1000円 普通教室（63 m2）等 

区民集会室（加～90が未満）料金を準用。 

90げ以上 1000円 1500円 1500円 多目的室等 

区民集会室（90- 150げ未満）料金を準用。 

体育館 

豊島区立体育館 3 館（豊島・巣鴨・雑司谷）の使用料を基準として算出する。 

3 館の I時間あたり・ 1げあたり単価 

使用料合計 	＋ 床面積合計 ＋ 利用可能時間 一 1時間・げ単価 

24, 100円×4 面 	＋ 2,784. 75m2 + 12. 5時間 	二＝ 	2 円 

種 別 平均面積 使用料（網） 備 考 

8 0 0 m 未満 609 m2 1200円 長崎小学校を除く小学校及び真和中学校。 

800げ以上 9 0 5 m2 1800円 真和中学校を除く中学校及び長崎小学校。 

使用料＝平均床面積×I時間‘ m 単価 

豊島区立体育館一面平均床面積】696 げ 

一時間当たり使用料】 2,433円（午前）, 2,425円（午後・夜間） 
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1時間あたり・iげあたり単価 

野球場使用料 

2. 900 円 

（が
 

一噴
  

』
」H
J
 

 
種
 
平
 

+
<
 

面
 
積
 
使
 
用
 
料
 
動
 
考
 

 

5,300而未満 3,061 	m 600円 

5,U00げ以上 7,')1, U 	げ 1100円 

総合体育場野球場 5. 363m ゲ越八っ校庭（巣鴨1ヒ及c長崎三 

使用料＝平均面積×1時間・げ単価（ただし、 3, U00げ以上は25％減額） 

庭球場 

総合体育場・西巣鴨体育場（庭球場）の使用料を基準として算出する。 

分類 適用 使用料（時間） 備 考 

庭球場 

一面 600円 千登世橋中、長崎中、第十中、 

夜間照明 300円 

―面使用料＝区立体育施設庭球場使用料を25％減額。 
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第 41 号 議 案 資 料 ―2 

文 教 委 員 会 

13. 2. 23 生 涯 学 習 課 

豊 島 区 立 学 校 設 備 利 用 件 数 
（平成11年度 利用実績による。） 

区 分 
件 	数 利用率 

(9旬 
備 考 

教室 体育館 校庭 合計 

区・委員会の主催共催 98 49 46 193 1.2% 

官公署 21 4 213 238 1.5% 

学校運営委員会 0 84 0 84 0.5% 

町会 14 30 49 93 0.6% 

青少年育成委員会 9 11 8 28 0.2% 

地域行事 0 18 U 18 0.1% 

PTA・同窓会 48 91 34 173 1. 1% 

小中学生対象の可体 12 13 6 31 0.2% 

運営委員会登録団体 2,856 8,376 3,397 14,629 90.8% 

U 9 17 26 0.2% 私立幼稚園 

ー般のスポ一ッ可体 51 227 1 279 1.7% 

ー般の文化団体その他 202 97 9 308 1.9% 

利 用 総 計 3,311 9,009 3,780 16,100 100.0% 

＊ 利用率は、利用総計と各団体との割合である。小数点2位四捨五入する。 

学校登録団体の内訳 

区 	分 団 体 数 構 成 比 

小中学生対象宙体 122 22.90% 

その他登録薪体 411 77.1 0% 

合 	計 533 100% 


